
感染管理ベストプラクティス

準備 採血 分注

終了後

④駆血後、穿刺する

⑤抜針し、止血する

①手指消毒し、手袋を
着用する

②検体ボトルのゴム栓
部分をアルコール綿で
消毒する

③穿刺部位を消毒する

⑥検体ボトルに分注する

⑨手袋を脱ぎ、
手指消毒をする

⑧駆血帯を処理する

血液培養のための採血手順 秋田大学医学部附属病院

⑦注射針と注射器を
廃棄する

1．赤（嫌気性ボトル）
2．青（好気性ボトル）
の順番で、各検体に
5～10ml分注する

1．アルコール綿
2．グルコン酸クロルヘキシ
ジン含有アルコール綿棒

皮脂、汚れを取り除く

ベストプラクティス：問題解決のための優れた実践例 赤文字：EBMに基づき強く推奨されているところ

同心円状に消毒し、
消毒後、十分に乾燥させる

穿刺部位に触れない

止血する

分注時、針刺し切創に
注意する

注射針と注射器は、
分解せずに廃棄する

安全機能を作動
させて抜針する

1．駆血帯をアルコール綿で
清拭消毒する
2．使用後のアルコール綿は、
感染性廃棄物とする
＊駆血帯に血液が付着して
いる場合は感染性廃棄物と
する


